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平成24年２月17日
原子力安全対策課
( ２ ３ － ４ ７ )
＜14時30分記者発表＞

高浜発電所３号機の第２１回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力8 7 . 0万kW）は、

平成24年２月20日から約４カ月の予定で第２１回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：富田)

内線2352・直通0776(20)0314
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１ 主要工事等

（図－１参照）(1) 原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材

の流れのない配管（高温環境で溶存酸素濃度が高い）の溶接部について、

計画的に対策工事 を実施しており、今回は、化学体積制御系統４箇＊１

所および余熱除去系統１箇所について耐食性に優れた材料に取り替える。

また、取替え時の作業性を考慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部を取

り替える。

＊１ 応力集中の小さい溶接形状への変更と耐食性に優れた材料への変更

（図－２参照）(2) １次系強加工曲げ配管取替工事

国外ＢＷＲプラントにおいて、芯金を使用して曲げ加工した配管の内

面で応力腐食割れが発生した事象を踏まえ、予防保全として、１次冷却

材系統につながる曲げ配管のうち、芯金を使用して曲げ加工したものを、

芯金を使用せずに曲げ加工した配管等に取り替える。

（図－３参照）(3) 安全系計器用電源装置取替工事

安全系計器用電源装置の構成部品が製造中止となったことから、今後

の保守性を考慮し、最新の電源装置に取り替える。

（図－４参照）(4) １次冷却材ポンプ供用期間中検査

１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ｃ号機の主フランジ締め

付け部やケーシング内表面について、目視点検や超音波探傷検査を行い、

健全性を確認する。

２ 設備の保全対策

（図－５参照)(1) ２次系配管の点検等

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系

配管 1,222箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施する。

また、今後の保守作業を考慮した部位 118箇所を耐食性に優れたステ

ンレス鋼もしくは低合金鋼の配管に取り替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 157 体のうち、73 体（うち56体は新燃料集合体への

取替え）を取り替える予定である。
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（図－６参照)４ 福島第一原子力発電所事故を踏まえた特別点検等＊２

福島第一原子力発電所事故を踏まえ、以下の点検および工事を実施す

る。

・非常用炉心冷却系統や格納容器スプレイリングの健全性確認

・使用済燃料ピットの温度計および水位計の電源を非常用電源へ変更

・使用済燃料ピットの更なる監視強化のため、非常用電源に接続した使

用済燃料ピットの広域水位計および監視カメラを設置

・非常用炉心冷却系統の耐震サポートおよび屋内外タンク基礎ボルト等

の点検

＊２ 使用済燃料ピット冷却系統ポンプの分解点検は、実施済である。

５ その他

原子炉の起動については、福島第一原子力発電所事故に対する安全対

策の実施状況を踏まえ、計画していく。



図－１　原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事

：酸素型応力腐食割れ対策の取替範囲

：酸素型応力腐食割れの可能性が
　高いと考えられる部位

取替範囲概略図

工事概要

　国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材の流れがない配管（高温環境で溶存酸
素濃度が高い）の溶接部について、計画的に対策工事を実施しており、今回は、化学体積制御系統４箇所お
よび余熱除去系統１箇所について耐食性に優れた材料に取り替える。
　また、取替え時の作業性を考慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部を取り替える。

原子炉
容器

１次冷却材ポンプ

蒸気発生器

Ｃループ

蒸気発生器

１次冷却材ポンプ

Ｂループ

加
圧
器

蒸気発生器

１次冷却材ポンプ

Ａループ

余熱除去冷却器より

②

＊１

格納容器内格納容器外

①

①

＊１
１次冷却材系統
Ｃループ低温側より

化学体積制御
タンクへ

ほう素熱
再生再熱器

：作業性を考慮した取替範囲

[取替え箇所数]
①化学体積制御系統抽出配管：　４箇所

②余熱除去系統配管　　　　：　１箇所

非再生熱交換器

再生熱交換器

＊２
１次冷却材系統
Ｂループ低温側へ

再生熱交換器より＊２

充てん／高圧注入
ポンプから
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  図－２　１次系強加工曲げ配管取替工事

工事概要

　国外ＢＷＲプラントにおいて、芯金を使用して曲げ加工した配管の内面で応力腐食割れが発生した事
象を踏まえ、予防保全として、１次冷却材系統につながる曲げ配管のうち、芯金を使用して曲げ加工し
たものを、芯金を使用せずに曲げ加工した配管等に取り替える。

工事概略図　（曲げ加工方法）

取替範囲概要図

芯金

押さえ金具

曲げ金型
　

台 台
押さえ金具

改良曲げ金型

　配管内に芯
金を挿入し、曲
げ金型を回しな
がら曲げてい
く。

【改良曲げ金型】
　配管との隙間を
狭くした曲げ金型に
変更したことで、芯
金が不要となった。

工事後（芯金を使用しない曲げ加工）工事前（芯金を使用した曲げ加工）

【正面図】

芯金

【正面図】

移動 移動

内面が硬化

①抽出及びドレン配管　　：７箇所

②充てん配管　　　　　　：６箇所

③余熱除去ポンプ入口配管：１箇所

④余熱除去冷却器出口配管：１箇所

：取替範囲

Ａ１次冷却材ポンプ

Ａ蒸気発生器
原子炉容器

Ｂ１次冷却材ポンプ

Ｃ１次冷却材ポンプ

Ｂ蒸気発生器

Ｃ蒸気発生器

加圧器

再生熱交換器へ

余熱除去ポンプへ

圧力計

①

③

④
充てん／高圧注入ポンプより

②

余熱除去冷却器より

②

Ｍ格納容器冷却材ドレ
ンタンクへ

-5-



　
工事概要

　 安全系計器用電源装置の構成部品が製造中止となったことから、今後の保守性を考慮し、最新
の電源装置に取り替える。

系統概要

　
　安全系交流440V母線

計器用
後備変圧器

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

安全系計器用
電源装置

計器用電源

　　　図－３　　安全系計器用電源装置設置工事

同じ容量（10ｋVA）の
電源装置に取替

計器用
インバータ

・中央制御盤
・原子炉保護計装盤
・原子炉制御計装盤
・その他監視装置盤　他

・非常用D/G制御盤
・補助給水ポンプ起動盤
・安全系計器用電源装置
・安全系制御盤　　他

交流→直流
変換

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

蓄電池

安全系直流電源装置

安全系直流母線

　
　安全系交流440V母線

計器用
定電圧装置

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

安全系計器用
電源装置

計器用電源

計器用
インバータ

・中央制御盤
・原子炉保護計装盤
・原子炉制御計装盤
・その他監視装置盤　他

・非常用D/G制御盤
・補助給水ポンプ起動盤
・安全系計器用電源装置
・安全系制御盤　　他

交流→直流
変換

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

安
全
系
機
器

蓄電池

安全系直流電源装置

安全系直流母線

安全系交流母線からの
電源供給が停止した場
合、蓄電池から電源が
供給される。

（工事前）

（工事後）
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検査概要

　図－４　　１次冷却材ポンプの供用期間中検査

　
　
　１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ｃ号機の主フランジ締め付け部やケーシング内
表面について目視点検や超音波探傷検査を行ない、健全性を確認する。

Ｃ号機　１次冷却材ポンプの点検概要図

蒸
気
発
生
器

加
圧
器

　
　
　
原
子
炉
容
器

１次冷却材ポンプ
　（Ａ，Ｂ，Ｃ）

系統概要図

スタッドボルト全24本中の6本（25％）を超音波探傷検査

主フランジナットおよびワッシャ全２４組中の６組（２５％）を目視点検

ケーシングの内表面の１００％を目視点検

ケーシング

熱遮へい
装置

主フランジ

ナット

ワッシャ

スタッドボルト

モータスタンド

1次
冷却材

ボルト穴回りのフランジ表面全２４箇所中の６箇所（２５％）を目視点検

１次冷却材ポンプの概要図

モータ軸

ケーシング

インペラ

主フランジ

吐出ノズル

主軸

吸込ノズル

【１次冷却材ポンプの主な仕様】

・容量　　       ２０，１００ｍ３／ｈ
・モータ出力　４，４８０ｋＷ
・回転数　　　 １，１９０ｒｐｍ

：１次冷却材の流れ

【凡例】
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今定期検査において、１２２２箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施する。
　

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

図－５　２次系配管の点検等

　今後の保守性を考慮した部位１１８箇所を耐食性に優れたステンレス鋼または低合金鋼の配管に取り
替える。

取替概要

系統別概要図

グランド
蒸気復水器

給水ポンプ
給水ブースタポンプ

脱気器タンク

低圧給水加熱器

脱気器

高圧給水
加熱器

蒸気発生器
低圧タービン

復水器

高圧タービン

発電機

Ｇ

復水ポンプ

復水ブースタ
ポンプ

【取替理由】

① 配管の保守性※を考慮して取り替える箇所
　（１１８箇所）
　　炭素鋼　⇒　ステンレス鋼　　　１１２箇所
　　炭素鋼　⇒　低合金鋼　　　　　　　６箇所

　　　　　　　　　　　合計　　　　１１８箇所
復水処理装置

※ 狭隘部で肉厚測定がしづらい小口径配管などに
　 ついて取り替える。

第１第２第３第４

低圧ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

湿分分離加熱器

湿分分離加熱器
ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

①

【凡例】

：主蒸気系統
：給水系統
：復水系統
：ドレン系統
：主な配管取替箇所

①

ｳｫｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾝ
①

①

①

低圧ドレンポンプ

「２次系配管肉厚の管理
指針」の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 1,562 760

その他部位 957 462

合計 2,519 1,222
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図－６　定期検査中における特別点検等

格納容器スプレイリングの健全性確認

非常用炉心冷却系統の健全性確認

・定期検査中のプラントにおいて、事故を模擬し、実際に原子炉容器に水が注入されることを確認する。

・原子炉格納容器内の圧力上昇を抑制する設備の健全性を確認するため、系統配管に圧縮空気を供給し、
  空気が流れることを確認する。

原子炉格納容器

圧縮空気

空気

格納容器スプレイポンプ

水

通常は水を用いて格納容器スプレイ
ポンプ回りの試験を実施 格納容器スプレイリング

風船

原子炉
容器

１次冷却材ポンプ

蒸気発生器

余熱除去クーラ

： 今回実施するライン

原子炉格納容器

低圧注入系統

原子炉補助建屋

海水で冷やした
冷却水

： 通常試験のライン

原子炉容器

蒸気発生器

１次冷却材ポンプ

余熱除去ポンプ

燃料取替用水
タンク

　使用済燃料ピットポンプの分解点検
　使用済燃料ピットの温度計及び水位計電源の変更　他

・使用済燃料の冷却に用いる使用済燃料ピットポンプの分解点検を実施し、健全性を確認した（１月実施済）。
・使用済燃料ピットの監視強化のため温度計及び水位計の電源を常用電源から非常用電源に変更する。
・使用済燃料ピット監視系のさらなる監視強化のため、非常用電源に接続した広域水位計、監視カメラを設置
　する。

使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

海水で冷やした冷却水

クーラ
ポンプ

１次系純水
ポンプ

１次系
純水
タンク

温度計

非常用電源

×広域
水位計

監視カメラ

水位計

監視カメラ

常用電源

新たに設置

【既設】

【既設】

【既設】

新たに設置

使用済燃料ピットポンプ分解点検
　（1月分解点検実施済）

（１／２）

×

常用電源から非常
用電源に変更
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図－６　定期検査中における特別点検等

非常用炉心冷却系統の耐震サポートの総点検

（２／２）

蓄圧タンク

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

１次冷却材
ポンプ

制御棒

　格納容器
　 スプレイポンプ

余熱除去ポンプ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレイリング

Ｍ

Ｍ

Ｍ

燃料取替
用水タンク

主給水

　非常用炉心冷却系統に設置されている支持構造物について、取付状態、干渉状態、油もれ、き裂等の異常
がないことを確認する。また、支持構造物のボルト・ナットについて、緩みの無いことを確認する。

油圧防振器

配管

作動油タンク機械式防振器 配管

＜耐震サポートの例＞

・高圧注入系統　・低圧注入系統
・蓄圧注入系統　・格納容器ｽﾌﾟﾚｲ系

  対象系統

リジットサポート

配管
主蒸気

屋内外タンクの基礎ボルト等の総点検

蓄圧タンク
蒸
気
発
生
器

制御棒

充てん／高圧注入ポンプ

　格納容器
　 スプレイポンプ

余熱除去ポンプ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレイリング

Ｍ

Ｍ

Ｍ

主蒸気

使用済燃
料ピット

Ｍ

蒸気
タービンへ

１次系
純水タンク

空冷式非常用発電装置

電源
供給

復水
タンク

淡水
タンク

タービン動補助
給水ポンプ

燃料取替
用水タンク

２次系
純水
タンク

補助ボイラ
燃料タンク

ほう酸注入タンク

　蒸気発生器及び使用済燃料ピットへの補給水源として期待される屋内外タンクや非常用炉心冷却系統に設
置されている屋内外タンクの基礎ボルト等について、緩みの無いことや、タンク基礎部の腐食・塗膜のはがれ
等の異常がないことを確認する。

淡水タンク（共用）

１次系純水タンク

燃料取替用水タンク

復水タンク

２次系純水タンク（共用）

ほう酸注入タンク

蓄圧タンク

対象機器

補助ボイラ燃料タンク（共用）

タンク基礎部の腐食・塗膜
のはがれ等の確認＊

基礎ボルトの緩み確認

点検内容

*:基礎ボルトがないタイプのタンク
基礎ボルト

タンク側板

ナット

タ
ン
ク
内

タンク

＜タンク基礎ボルトのイメージ＞

電動補助
給水ポンプ

充てん／高圧注入ポンプ
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